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臨床の知プログラム

トップランナープログラム

フィールド・実践プログラム

ボトムアッププログラム

プログラムの概要

プログラムの構造

3月： 
　博士論文審査・試問
　（他大学の教員も含む）
10月：
　学位資格申請書提出

1月： 
・ 他分野からの審査教員の参加
・ 全教員による評価体制

・ 2名の指導教員制
・ 各院生と指導教員の協議によ
る履修科目の設定

学位論文執筆マニュアル配布
大学院総合オリエンテーション

3月：年次研究指導認定
1月：年次研究結果報告
5月：3名の指導教員制
4月：研究計画書提出

レフリー付き学術雑誌
　への投稿指導（2本以上）

博士
 後期
 課程

３年

博士
 後期
 課程

２年

博士
 後期
 課程

１年

博士
 前期
 課程

２年

博士
 前期
 課程

１年

（以上を博士各年度に実施）

研究者養成コース

質的に高度な研究者養成 質 的 に 高 度 な 実 践 者 養 成

第２種 臨床実践指導者養成コース

学校・相談室などすでに
専門的知見を有する在
職の社会人に、さらなる
高度の専門的知識を養
おうとする。

すでに臨床心理士の免許を
持つ者に、研究・実践の両
面にわたって、さらに高度
の専門的能力を涵養しよう
とする。

臨床の知を創出する質的に高度な人材養成
ー京大型臨床の知創出プログラムー

時
系
列

カリ
キュ
ラム
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他の３つのプログラムでの経験
と知識とを統合し、幅広い学問
に裏付けられた臨床の知として
創出する

優れた専門家・実践家との交
流によって、臨床の知を創出す
る質的に高度な能力とは何か
を体得する

具体的なフィールドに参加し、
スーパーバイザーの援助のもと
で身をもって実践的な知とは何
かを経験する

院生が主体的にフィールドを開
拓し、その中から問題を切り取
り、臨床の知を創出する経験を
する

研究者養成
 ・ 高度な研究能力
 ・ リーダーシップ
 ・ 国際的活躍

実践家養成
 ・ クライエントとのコラボレート能力
 ・ 全体を捉え、自律的に対応する力
 ・ 臨床の場を作り、維持する力

※  外国語での教育は、外国人客員教授などによる講義、論文作成・発表に関する授業に加え、
国際教育研究フロンティアという科目の新設など充実させる。

「臨床の知」の創出

③

フィールドへ

福祉機関

海外の大学・研究所・
学校現場など

家庭裁判所

生涯教育機関

心理教育相談室

病 院

学 校

学位取得の
研究指導プロセス 年次
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①  心理教育相談室相談実習
②  インテークカンファレンス

④  臨床実践ケースカンファレンス
③  心理臨床ケースカンファレンス

⑤   臨床実践アフターカンファレンス
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